



















平均すると女子が男子よりも1年 半から2年 ほど早 く、小学校高学年に始 ま











ことへの不安から、背伸び心 と甘え心が入 り混 じった状態にあるといえる。
こうした心の変化の時期を身体発育と同じように思春期と呼ぶ場合 もあれば、





思春期に伴 う身体変化の兆 しも第2次 性徴発現以前から現れ始める。この期
間は約1年 半から2年 で、この時期を身体発育上は前思春期と称するが、そ
れに伴う心の変化に注 目する場合も前思春期あるいは前一青春(年)期pre-











世界のなかにある自分 を意識 し直すこと、という過程 を示 してい る(川
原2002)。
その際に、他者とのつなが りという 「開放性openness」 を求める心の 「動
き」(河合2000)が 契機となって、外の世界に向かう意識 と自分とい う内に
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向かう意識が並行 しなが ら次第に明確になり、世界のなかの自分 という意識
が確立され、この意識のあ りようが人格のまとまりを支える現象を示 した。
子 ども自身の主観的体験をもとにみた意識化の過程は、前思春期において自
分を意識 しはじめ、それが次第に連続 して 「私」というまとまりとしての人
格を支え形成 してい くプロセスであった(川 原2002)。 この連続性に関して
は、中井(2002)は 、「人格形成期の記憶は人格の骨格 をなす」として、 と












の特徴 として 「世界は突然自分たちを押 しつぶしうる一方的な存在として感
じられ」(75)、子 どもの 「無力感と圧倒的な力の存在」(77)が 共通 したテー
マであるとする。 さらに山(2000)は 、「大人になってから報告される子 ど
ものころに見た夢」に、「その人の世界観の基本的なあ りようを見い出しうる」






学校低学年の ときのエピソー ドで語ったことを報告 している(23-24)。 田
熊(2002)は 、離人症の事例が夢や語 りに示 したイメージを報告 し、「自我






























彙が増えると外界への興味が増 し、外の世界 と感情が起こって くるところと
しての 「内面」 とが出来上がる、「本当は聞こえない声」と 「表の声」(分節




びはじめる、最後に上から下を見下ろす ・上から下に物 を落として受取 らせ
る ・上から下へ飛び下 りるという上下の動きの遊びとなる、 という過程 とし
て示 してある。
村瀬(1997)は 「児童 ・青年期」の子どもが 「極めて即興性に富んだダイ






























窓口」となり、はじめは 「正確に 「もの」の表面的属性を塗るだけ」の 「一
義的な関わり」であったものが、「「もの」と自分との自由な関わりを通 して」
「自分の気持ちを 「もの」に投影するという情動的関わり」が可能になった




武井 ら(1996)は 、離人症事例に 「きっかけ法」 という描画を 「治療の進
展および治療関係の深化を目的」に導入した経過から同様の報告をしている。
「きっかけ法」は、「より単純で簡単な描線が描画のきっかけとして用いられ




えのある他者 としての治療者との関係」を基盤として 「自己の存在を明確 に
とらえなおすことができ、安心して現実と共存 し、能動的に外界 との関わり
をもつことが可能になった」と考察している(51)。
この 「きっかけ法」の きっかけとなる簡単な描線を4種 に固定したものが
「誘発線法」(後藤 ・中井1983,松 井 ・鶴田 ・杉林 ・中井1990)で あ り、投
影と構成の中間で 「穏やかな相互性」と 「軽やかな即興性」、「拡大しやすい
言語交流」を特徴 とし抵抗が少なく侵襲性の低い課題とされる。クライエン
トの表現における 「静か ら動への緩やかな移行」、「風景か ら人への変化」を
可能とする技法であり、適度な治療的距離感が 「基本的事物を縦横 に使用 し
たメタフォリカルな対話」という治療的側面と関係性に新たな奥行 きを開き、
「言語 とイメージの風通し」をよくすると考えられている(松 井 ・鶴田・杉林 ・
中井1990)。
「誘発線法」を用いた詳 しい事例報告で心理的な対人 「距離」 を考察 した
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探 り状態」であったが、中間期は 「治療者 との距離を色を用いて象徴的に示
しつつ、その距離がうまくとれない戸惑い」を表現 し、「風景を題材にした
ことにより(中 略)あ る種の心的距離をとったと思われる初めての自由画」






























言葉 と結びつ くことが必要であるとする(85)。 「既製品の玩具である組み合




庭の世界を風景として生きるように共有 し 「自分のからだの動 きとともに世
界が展開する」ことを挙げている(123)。 リース(2002)は 、乳幼児が 「モ
ノ」を自分の要求にマッチする何か特別な対象として代用することを紹介 し、
「日本では、古 くから物は霊や神の依 り代である」 として、日本人は物質と






法的な動 きを重視する河合(2002)は 、主体の逆説性を 「主観は何かの鏡に
映し出されて、いわば客観化されないと、見ることができない」とする(ll3)。
「箱庭 を通 じて表現 されるものが自分であ りなが ら、自分を超えたものとし
ての主体の分節化」が生じているとする(114)。 その鏡を何にするかが理論 ・
技法の違いとなり、箱庭は作品を自分で眺められるので 「そこに自分 を委ね









に 「今 まで意識することがなかった自分本来の感覚に身を委ねる」 という変
化、たとえば 「自分が目覚める体験」となったのは自身の中に抱える 「空っ
ぽ」に気づ くことであって、身体も含めた感覚が 「空っぽでありつつ充満 し
ている」という体験が、自分 と 「何ものか」の逆説的な動 きの契機 となって
いることを指摘 している。牧(2002)は 夢の内容よりも 「夢をどう捉えるか
という視点」に注目し、夢を 「一つの中心点から捉える傾向」を批判的に指
摘 している。そ して、夢の捉え方の調査によって 「夢 という現象に対する自
我の主体性を疑問視することが、 自我の視点を相対化 して夢のイメージを捉















と外部の両方に奥行 きがあると気づ く、 という点はイメージ技法の体験に共
通 して見 られた現象である。そのことで内的にも外的にも距離を概念化 し、










うした対象 をめ ぐって、対象 とつながろうとするオープンな 「動き」、ある




瞰俯瞰する意識であって、意識を人格 としてのまとまりをもった実体 と感 じ
る傾向につながるのではないだろうか。とくに危機的な状態にあるときは、
そうした鳥瞰性の意識が全体の体験(世 界 とつながる体験)と して意識の連
続感覚をもたらすと考える。前思春期においては、人格 としての連続感を形
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